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昆虫類 ＜チョウ目 ヤガ科＞ 愛知県：準絶滅危惧 （国：リスト外） 
INSECTA ＜LEPIDOPTERA NOCTUIDAE＞ AICHI：NT （JAPAN：－） 

エチゴハガタヨトウ Asidemia inexpecta (Sugi) 

 
【選定理由】 
 全国的に記録は少なく、限られた特異環境
に生息する。県内の生息地は一ヶ所のみであ
る。 
 
 
 
 

【形 態】 
 開張 38mm～41mm。前翅は黒褐色または
茶褐色で明瞭な腎状紋を有する。後翅は褐色。 
 
 
 
 
 
 

【分布の概要】 
 本州、佐渡島、四国、壱岐島、九州に分布
するが、いずれも局所的で石灰岩・蛇紋岩地
帯に限定されている。県内では、新城市鳳来
黄柳野のツゲ自生地から記録されているだけ
である。 
 
 
 

【生息地の環境／生態的特性】 
 成虫は年 2 回の発生で、5～6 月、8～10 月
に出現する。卵で越冬する。幼虫は黄緑色の
体色で、ツゲを摂食する。老熟すると、土中
へ潜って蛹化する。第 1 化幼虫は同じくツゲ
を食するイセキリガ幼虫とほぼ同時期に見ら
れるが、黄柳野では本種幼虫の方が多く見ら
れるという（中村・船越, 1990）。 
 
 
 

【現在の生息状況／減少の要因】 
 県内の生息地は、新城市鳳来黄柳野のツゲ自生地（国指定天然記念物）1 ヶ所のみ。生息場所は狭
く、限定的で、存続に不安がある。 
 

【保全上の留意点】 
 ツゲ自生地とその周辺環境の保全を必要とする。 
 

【特記事項】 
 福岡県では準絶滅危惧種にランクされている。 
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